
第115回  二十五三昧会　

5月25日（日）予約不要
参加自由

写真：肺ガンが脳に転移して手術をした直後の神代先生

お話：14時～16時
 

会場：本堂

二十五三昧会の生みの親、
神代先生の13回忌と神代先生のビデオメッセージ

ガン患者を看取ってきた医師が
自分の末期ガンを語る

◆参加無料・予約なし! どなたでも自由に参加できます! 詳しくはお寺までご連絡ください。（平日10時～16時）

主催：観瀧山 岡本寺（こうほんじ） TEL.072-793-0203

検索川西市岡本寺ホームページ https://www.kohonji.jp または

〒６６６-０１２１ 兵庫県川西市平野１-３３-１４  TEL/FAX０７２-７９３-０２０３  mail：vyku１１９７６＠nike.eonet.ne.jp　

岡本寺QR

 今から30数年前、僧侶になりたての拙僧
（平田）が神代先生に出会い、先生が看
取って来られた方々の「生き方、死に方」
を20年ほど学ばせてもらっていました。と
ころが神代先生ご自身が肺ガンになら
れ、葬儀の相談を受けました。その時に
「ご自身のガンについて講演してほしい」
と依頼して半年後、ロレツの回らない状
態で、「頭に転移して手術した。講演会
は出来ない。善後策を考えてほしい」と電話がかかってきました。そこで、ビデオメッセージを
撮影させてもらいました。「手遅れの幸せ」という名言が飛び出しました。医師が自分のガン
をどのように見ておられたか、大変興味深いお話です。そして「岡本寺で二十五三昧会を作
れ」という言葉に従い、先生のお亡くなりになる直前、2013年5月に二十五三昧会を始めまし
た。今回は先生の13回忌を勤めて、先生のビデオメッセージを見ます。小グループに分かれて
感想を語り合います。参加者がみんなの前で発表することはありませんのでご安心ください。
最後に、訪問医の上農先生・波江野先生・桑門先生に感想を語っていただきます。（住職 記）

ガン患者を看取ってきた医師が
自分の末期ガンを語る


